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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第27回定期検査中(令和5年10月25日～)

原
子
力
環
境
安
全

　

監
視
委
員
会
が
三
菱
重
工
業
㈱

　
　
　
　
　

神
戸
造
船
所
等
を
視
察

　

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
は
、

委
員
会
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
、
11
月

10
日
に
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所
と
関

西
電
力
㈱
姫
路
第
二
火
力
発
電
所
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

神
戸
造
船
所
で
は
、
蒸
気
発
生
器
や

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
キ
ャ
ス
ク
の
製
造

現
場
を
確
認
し
、
機
器
の
品
質
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
等
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
革
新
軽
水
炉
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
更
な
る
安
全
性
の
向
上

に
向
け
た
新
た
な
技
術
や
取
り
組
み
等
を

学
び
ま
し
た
。

　

姫
路
第
二
火
力
発
電
所
で
は
、ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た

高
効
率
の
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
安
全
対
策
や
地
域

産
業
の
振
興
等
、
火
力
と
原
子
力
に
お
け

る
取
り
組
み
の
違
い
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

↑神戸造船所で説明を聞く委員

↑姫路第二火力発電所の中央制御室を
　視察する委員

町
職
員
が

　

放
射
線
防
護
対
策
施
設
の

　
　
　
　
　
　

運
用
手
順
を
確
認

　

町
で
は
、
原
子
力
発
電
所
で
の
万
が
一

の
事
故
等
に
備
え
、
町
内
8
カ
所
に｢

放

射
線
防
護
対
策
施
設｣

を
整
備
し
て
お
り
、

原
子
力
災
害
時
に
は
同
施
設
の
運
営
を
主

に
町
職
員
が
担
う
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
の
設
営
及
び
運
営
が

必
要
と
な
っ
た
際
に
迅
速
か
つ
適
切
に
運

営
作
業
が
行
え
る
よ
う
、
定
期
的
に
運
用

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
11
月
22
日
に
、
竹
波
原
子

力
防
災
セ
ン
タ
ー
及
び
美
浜
中
央
小
学
校

を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
、
机
上
で

各
施
設
の
整
備
経
緯
や
概
要
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る

フ
ィ
ル
ト
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
で
事
故
等
が
発
生
し
、

町
外(

大
野
市
ま
た
は
お
お
い
町)

へ
の

広
域
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
、
直
ち

に
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
配

慮
者(

※)

や
そ
の
介
助
者
が
そ
の
場
に

留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
備
え
、
避

難
準
備
が
整
う
ま
で
の
間
、
安
全
に
一
時

的
な
屋
内
退
避
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機

能
を
有
し
た
施
設
で
す
。

【
放
射
線
防
護
対
策
施
設
と
は
】

①
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
タ

機
能

②
停
電
時
に
お
い
て
も
フ
ィ
ル
タ
機
能
や

空
調
設
備
、
照
明
機
器
等
が
使
用
で
き

る
自
家
発
電
設
備

③
屋
内
退
避
時
に
必
要
と
な
る
食
料
や
生

活
用
品
等
の
物
資
の
備
蓄

【
放
射
線
防
護
対
策
施
設
の
主
な
機
能
】

放射線防護対策施設イメージ図

放射性物質を
フィルタで除去

陽圧弁で施設内
の気圧を調整

気密性を高め、
施設内を陽圧化
して放射性物質
の侵入を防ぐ

竹波原子力
防災センター
での説明→

← 訓練用フィルタ
　の設置

※ 障がい者、高齢者、要介護認定者、難病患者等

福
井
県
原
子
力
所
在
市
町
協
議
会
が
国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

11
月
13
日
に
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会(

会
長
・
戸
嶋
町
長)

が
、

山
口
町
議
会
議
長
や
県
内
3
市
町(

敦
賀
市
・
お
お
い
町
・
高
浜
町)

の
首
長
、
議
長
と

と
も
に
経
済
産
業
省
や
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
関
す
る
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｢

Ｇ
Ｘ(

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン)

実
現
に
向
け
た
基
本
方
針｣

や｢

Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法｣

に
よ
り
、
安

全
安
心
の
最
大
限
の
確
保
を
大
前
提
に
、

将
来
を
見
据
え
た
原
子
力
政
策
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
次

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
原
子

力
の
最
大
限
活
用
の
方
針
を
明
確
に
示
し
、

次
世
代
革
新
炉
の
開
発
、
リ
プ
レ
ー
ス
等

の
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
。

①
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

原
子
力
政
策
の
推
進

　

原
子
力
発
電
の
重
要
性
・
必
要
性
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
等
に
つ
い
て
、
立

地
地
域
は
も
と
よ
り
、
電
力
消
費
地
に
お

い
て
説
明
を
尽
く
す
等
、
国
民
理
解
の
醸

成
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育｣

に
つ
い
て
、

立
地
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
に
対
し
、

積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

②
原
子
力
政
策
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　

国
民
理
解
の
推
進

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
中
核
を
な
す

六
ヶ
所
再
処
理
施
設
の
２
０
２
４
年
度

上
期
の
早
期
竣
工
は
も
と
よ
り
、
確
実

に
稼
働
で
き
る
よ
う
、
国
と
事
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
。
併
せ
て
、
関
西
電
力
が
示
し

た｢

使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

が
確
実
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
、
国
が
前

面
に
立
ち
、
事
業
者
と
と
も
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

③
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
促
進

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
4
車
線
化
や

避
難
道
路
の
新
設
等
、
防
災
関
係
道
路

の
多
重
化
・
強
靭
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
補
助
制
度
の
拡
充
、
新
た
な
枠

組
み
に
よ
る
財
政
措
置
を
行
う
等
、
広

域
避
難
計
画
の
実
行
性
を
高
め
る
こ
と
。

④
原
子
力
災
害
時
の

　
　
　
　
　
　

避
難
道
路
等
の
整
備

　

原
子
力
発
電
所
に
係
る
武
力
攻
撃
や
テ

ロ
リ
ズ
ム
に
対
し
、
自
衛
隊
や
警
察
、
海

⑤
原
子
力
発
電
所
の

　
　
　
　
　
　

防
護
対
策
等
の
強
化

　

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た｢

福
井
県
の
原

子
力
発
電
所
立
地
地
域
の
将
来
像｣

に
つ

い
て
、
立
地
地
域
発
展
の
大
き
な
柱
と
し

て
、
実
行
・
実
現
に
向
け
関
係
機
関
と
連

携
し
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み

を
加
速
す
る
こ
と
。

⑥
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

　

立
地
地
域
が
使
用
済
燃
料
対
策
や
廃
炉

等
の
課
題
に
直
面
す
る
中
、
持
続
的
な
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ま
た
、
原
子

力
発
電
所
が
稼
働
し
て
い
る
地
域
に
、
そ

の
社
会
経
済
活
動
の
貢
献
度
を
考
慮
し
て

交
付
金
や
補
助
金
制
度
等
を
柔
軟
に
適
用

し
、
そ
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑦
地
域
振
興
に
関
す
る
交
付
金
や

　
　
　

補
助
金
制
度
等
の
充
実
・
強
化

　

原
子
力
発
電
所
等
に
係
る
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
、
40
年
超
運
転
等
の
実
態

を
踏
ま
え
税
制
上
の
耐
用
年
数
を
延
長

す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
解
体
撤
去
完

了
ま
で
課
税
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

⑧
原
子
力
発
電
所
等
に
係
る

　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
の
見
直
し

　

今
回
の
要
請
を
受
け
、
国
か
ら
は
、
立

地
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
へ
の
貢

献
に
対
し
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
上
で｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
つ
一
つ
誠
実
に

対
応
し
て
い
き
た
い｣

と
前
向
き
で
力
強

い
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課

題
や
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

↑伊藤内閣府特命担当大臣 (原子力防災 )への要望

↑  青山文部科学副大臣 (右から5番目 )に要望書を渡す
　戸嶋町長

上
保
安
庁
等
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
防
護
・
防
災
対
策
に
万
全
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。
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美浜町役場

お
知
ら
せ

　

冬
季
は
、
気
温
低
下
に
伴
う
水
道
管
の

凍
結
に
よ
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
は
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

金
田
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問 ●

万
が
一
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

●

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･       

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

  

め
て
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
に  

  

修
理
を
依
頼
す
る

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
上
下
水
道
課(

担
当･

渡
辺
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役世代みんなで支
え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生･農林漁業者･自営業者･無職の方等(国民年金第
1号被保険者)は、国民年金に加入することが義務付けられています。

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません
国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能

な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

20歳になったら国民年金

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、

作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
火
災
発
生
時
に

消
火
活
動
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問

Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が

　
　

嶺
南
エ
リ
ア
で
放
送
休
止
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ま
す

Ｆ
Ｂ
Ｃ
福
井
放
送

☎
０
７
７
６
‐
57
‐
１
０
０
０

問
　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
は
、
2
月
5
日(

月)

か
ら
嶺
南
エ
リ
ア
で
Ａ
Ｍ
放
送
１
５
５
７

ｋ
Ｈ
ｚ
を
休
止
し
ま
す
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
放
送
93
・
6
Ｍ
Ｈ
ｚ
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑ホームページ

　

繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

の
特
定
最
低
賃
金
が
、
12
月
24
日
か
ら

９
３
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
以
外
の
業
種
は
、
福
井
県
最
低
賃
金
９
３
１
円

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
特
定
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
９
１

問

　

美
浜
町
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行｢

チ
ョ

イ
ソ
コ
み
は
ま｣

の
停
留
所
が
5
カ
所
追

加
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
停
留
所
1
カ
所
の
名
称

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
み
は
ま
の
停
留
所
追
加

と
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

町
住
民
環
境
課(

担
当･

武
田
）

☎
32
‐
６
７
０
３

問

ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

●

追
　
加

美
浜
町
小
倉
会
館
・
美
浜
町
文
化
会
館
・

郷
市
児
童
館
・
木
野
口
バ
ス
停
・
松
屋

停
留
所

●

名
称
変
更

旧
名
称｢

Ａ
コ
ー
プ｣

　
　
　
　
　

←

　

新
名
称｢

旧
Ａ
コ
ー
プ｣

　

県
の｢

み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い｣

で

除
雪
車
が
通
っ
た
路
線
が
確
認
で
き
ま
す
。

道
路
の
除
雪
状
況
は

み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

町
土
木
建
築
課(

担
当･

今
村
）

☎
32
‐
６
７
０
７

問 ●

対
象
路
線

　

・
町
道(

1
級
・
2
級)

　

・
幹
線
道
路(

県
道
含
む)

↑ みち情報
　ネットふくい

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当･

南
）

☎
32
‐
６
７
０
１

問
　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
箱
は
町
内
6
カ
所
、
ご
意
見

メ
ー
ル
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

ご
意
見
箱
設
置
場
所
　

・
町
役
場
庁
舎
町
民
プ
ラ
ザ

　

・
な
び
あ
す
学
び
の
ス
ト
リ
ー
ト

　

・
東
部
診
療
所
玄
関

　

・
総
合
体
育
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

・
は
あ
と
ぴ
あ
は
あ
と
ホ
ー
ル
入
口

　

・
き
い
ぱ
す
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

●

ご
意
見
メ
ー
ル
　

↑ ご意見メール
　フォーム

　

下
記
よ
り
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※お問い合わせ先 町健康福祉課(担当・中西) ☎32‐6704

安定ヨウ素剤の事前配布について

　県では、原子力災害発生時の避難に際して、

安定ヨウ素剤の服用が適時かつ円滑に行える

よう、必要に応じて事前配布を行っています。

■安定ヨウ素剤とは
　放射性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくを
抑える効果がある医療用医薬品です。適切な
タイミングで服用することで、放射性ヨウ素
の影響を最小限に抑えることができます。

■事前配布対象者
● 原子力発電所からおおむね半径 5㎞圏内に
お住まいの方 (全員 )
● 原子力発電所からおおむね半径 5～ 30 ㎞
圏内にお住まいで次のいずれかに該当する方
　①12歳以下の方
　②妊婦、授乳婦の方
　③ 障がいや病気により、速やかに避難する
　　ことが困難な方
　④前述①～③の同居家族の方

■年齢による服用効果
● 年齢が低いほど、放射性ヨウ素による健康影響
として甲状腺がんの発症リスクが高まります。
　⇒服用を優先すべき対象者は、妊婦・授乳婦・
　　未成年者 (乳幼児含む )です。
●  40歳以上の方の安定ヨウ素剤服用効果は、ほ
とんど期待できないとされています。

■事前配布の流れ
①配布希望者は事前配布申請書 (※ 1) を町役場に
提出
②町から案内文書が届く
③ 案内文書を持参の上、協力薬局で安定ヨウ素剤
を受け取る (※2)

※ 2 受け取りにあたっては、事前に説明動画を
視聴して安定ヨウ素剤についてご理解をい
ただく必要があります。

※1 原子力発電所からおおむね半径 5㎞圏内にお住まいの方
は、薬剤更新時や出生時等に案内文書を送付していますの
で、①は省略となりますが、案内文書が無く、事前配布を
希望する場合は、お問い合わせください。原子力発電所か
らおおむね半径5～ 30㎞圏内にお住まいの方は、事前申
請が必要です。事前申請書の様式は、町健康福祉課窓口ま
たは町ホームページで入手できます。

↑ 説明動画

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所
　　　　　　　　　町住民環境課 (担当 ･浜野 )

☎ 23‐9904
☎ 32‐6703
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Mihama　Information

イ
ベ
ン
ト･

行
事

募
集･

申
請
等

令
和
6
年
美
浜
消
防
団

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

1
月
7
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日
時

●

内
容･

場
所

①
一
斉
放
水

午
前
10
時
〜
10
時
10
分

(

耳
川
橋
南
側
耳
川
左
岸)

②
分
列
行
進

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
40
分

(

は
あ
と
ぴ
あ
東
側
町
道)

③
観
閲
式

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
30
分

(

美
浜
消
防
署
西
側
消
防
訓
練
場)

※
悪
天
候
の
場
合
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
実
施

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問 ●

そ
の
他

　

荒
天
ま
た
は
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、

開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
春
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
美
浜
消
防

団
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

自
己
負
担
な
し
で
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

終
了
し
ま
す

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
が

取
得
で
き
ま
す

旧
音
声
告
知
受
信
端
末
機
回
収
業
者

担
当
地
区
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
幸
光)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

自
己
負
担
な
し
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
、
令
和
6
年
3
月
31
日
で
終

了
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

接
種
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
接
種
日
程
及
び
医
療
機
関
が
限
定
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
：
初
回
接
種
を
終
了
し
た

　
　
　
　

12
歳
以
上
の
方

接
種
日
：
1
月
12
日(

金)

　
　
　
　

2
月
9
日(

金)

　
　
　
　

3
月
8
日(

金)

会　

場
：
美
浜
町
東
部
診
療
所

●

令
和
6
年
1
月
以
降
の
接
種
概
要

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

(

担
当
・
橋
本)

☎
32
‐
６
７
１
６

問
　

現
在
実
施
中
の
旧
音
声
告
知
受
信
端
末

機
回
収
作
業
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
回
収

担
当
業
者
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
日
向
区
】

　

て
ん
と
う
館
↓
㈱
高
木
新
光
堂

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
０
０
０
３

【
金
山
区
・
久
保
区
】

　

て
ん
と
う
館
↓
㈲
野
原
電
化

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
０
２
２
６

●

変
更
内
容

　

各
回
収
業
者
以
外
か
ら
の
不
審
な
連
絡

や
訪
問
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

回収業者 回収地区 (青字が変更地区 )

㈲野原電化
早瀬、笹田、金山、久保、松原
久々子、矢筈

㈱大塩電気
麻生、中寺、宮代、安江、五十谷
寄戸、新庄、野口、佐野、上野
雲谷、南市、栄、小倉

㈱高木新光堂
日向、気山、大藪、郷市、河原市
和田、木野、佐柿

報明電気工事店 興道寺

※回収業者一覧は、町ホームページにも掲載しています。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
の
機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を

取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
ち
歩
く
こ
と
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

☎
32
‐
６
７
０
３

問

1
月
22
日(

月)

●

開
始
日

　

・
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

・
㈱
ロ
ー
ソ
ン

●

対
応
事
業
者

●

注
意
事
項

①
対
応
機
種
は
、
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ

イ
機
能
に
対
応
し
、
基
本
ソ
フ
ト

｢A
n
d
ro
id
｣

を
使
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
み
で
、iP

h
o
n
e

は
対
象
外
で
す
。

国
で
は
、iP

h
o
n
e

へ
の
対
応
や
事
業
者

の
拡
大
を
順
次
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
電
子
証
明
書
を
利

用
す
る
に
は
、
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法
等
の
詳

細
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

↑ デジタル庁
ホームページ

地
域
あ
い
あ
い
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
に
つ
い
て

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
植
中)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

令
和
5
年
度
分
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

期
間
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

1
月
4
日(

木)

〜
31
日(

水)

●

交
換
申
請
期
間
受
付
期
間

・
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書

  (

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
可
能)

・
あ
い
あ
い
ポ
イ
ン
ト
手
帳

●

提
出
物

　

町
健
康
福
祉
課
窓
口
で
交
換
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア
プ
リ
を
ご

利
用
の
方
は
、
期
間
中
に
ア
プ
リ
上
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

申
請
方
法

　

・
住
民
票
の
写
し

　

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

　

・
印
鑑
登
録
証
明
書

　

・
戸
籍
謄
本

　

・
戸
籍
抄
本

　

・
所
得
課
税
証
明
書

●

取
得
で
き
る
証
明
書

若狭美浜 HAMABERRY ～いちごの郷みはま～がオープンしました

㈱みはまアグリチーム
町産業政策課 (担当・竹内 )

※お問い合わせ先 ☎47‐6099
☎ 32‐6706

■料金
45分食べ放題
大人 (中学生以上 )
小人 ( 小学生 )
幼児 ( 満 3歳以上 )
シニア(満65歳以上)

2,800円
1,500円
　700円
1,500円

※ 令和 6年 4月 9日以降、料金及び食べ放題の時間が
変わります。詳細は、ホームページをご確認ください。

■イチゴ狩り予約可能時間
①午前9時 30分～ /②午前 10時 30分～
③午後1時 45分～ /④午後 2時 30分～
⑤午後3時 30分～ (不定期で受付 )

■その他
●イチゴ狩りは、完全予約制です。
● イチゴ狩りができる品種は、紅ほっぺ・か
おり野・よつぼしです。時期により、スター
ナイト・おいＣべりー・ゆきざくらの販売
を行います。
● イチゴ狩りの際は、
年齢確認のため、運
転免許証等をご持参
ください。

■イチゴ販売
　HAMABERRY では、その日に採れたイチ
ゴをパックで販売しています。イチゴ狩りで
は味わえない品種も販売しています。

■予約方法
①ホームページから予約
②電話で予約
☎：0770‐47‐6099

↑予約はこちら
　(ホームページ )

放
送
大
学
4
月
入
学
生
を募

集
し
ま
す

　

放
送
大
学
に
は
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
仕
事
を
し
な
が
ら
テ
レ
ビ(

Ｂ
Ｓ

放
送)

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
好
き
な

時
間
・
好
き
な
場
所
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
学
び
直
し
、
生
涯

学
習
等
、
目
的
は
あ
な
た
次
第
で
す
。
興

味
の
あ
る
科
目
だ
け
を
学
べ
る
選
科
履
修

生
や
科
目
履
修
生
か
ら
始
め
て
み
る
の
も

お
す
す
め
で
す
。

　

た
だ
い
ま
、
4
月
入
学
生
を
募
集
中

で
す
。放

送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
６
３
６
１

問 ●

入
学
願
書
の
出
願

　

令
和
6
年
3
月
12
日(

火)

ま
で

●

資
料
請
求(

無
料)

　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
１
０
‐
０
８
５
８

　
　

福
井
市
手
寄
1
丁
目
4
‐
1

　
　

(

ア
オ
ッ
サ
7
階)

　

午
前
6
時
30
分
〜
午
後
11
時

●

利
用
可
能
時
間

※
役
場
が
閉
庁
し
て
い
る
土
・
日
・
祝
日
も
利
用
可
能

で
す(

年
末
年
始
を
除
く)

。
た
だ
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
に
よ
り
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■営業時間 午前9時～午後4時 30分

■定休日 原則月曜日
※ 年末年始の営業日は、イチゴの生育状況によ
り変動します。詳細は、ホームページをご確
認ください。
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(141)

　

現
在
、若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で

は
、秋
季
企
画
展｢

ふ
く
い
城
巡
り
ヒ
ス

ト
リ
ア｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、近
現
代
の
嶺
南
を
中
心
に

県
内
の
城
と
観
光
の
歴
史
を
振
り
返
る

も
の
で
す
が
、11
月
号
で
は
近
年
の
国

吉
城
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
部
を
紹

介
し
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、時
代
を

遡
っ
て
近
代
、明
治
時
代
か
ら
昭
和
時

代
戦
前
期
に
お
け
る
県
内
の
城
と
観
光

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
、城
は
政
治
・
軍
事
の

拠
点
で
し
た
が
、明
治
時
代
の
廃
城
令
で

そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。し
か
し
、城

跡
に
官
公
庁
や
公
園
が
整
備
さ
れ
る
と
、

こ
れ
を
核
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、か
つ

て
の
城
下
町
は
近
代
都
市
へ
姿
を
変
え

ま
し
た
。そ
し
て
、城
跡
に
桜
が
植
樹
さ

れ
た
り
模
擬
天
守
閣
が
建
設
さ
れ
た
り

と
、城
跡
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
郷
土
愛
醸
成
の
場
と
し
て
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。や
が
て
交
通
機
関
が
発

達
し
、観
光
旅
行
の
需
要
が
高
ま
る
と
、

城
跡
は
桜
の
名
所
と
し
て
旅
行
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
紹
介
さ
れ
、多
く
の
人
々
が
見

物
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
代
の
県
内
に
お
け
る
代
表
的
な
観

光
地
と
し
て
、江
戸
時
代
ま
で
の
名
所

に
加
え
、城
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、福
井
・
丸
岡
・
大
野
・
小
浜
の
近
世
城

跡
に
加
え
、嶺
北
で
は
一
乗
谷
城
跡
や
柴

田
勝
家
の
北
き
た
の
し
ょ
う
庄
城
址(

福
井
市)

、嶺
南

で
は
金
ヶ
崎
・
高
浜
の
各
城
跡
等
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、す
で
に

紹
介
し
た
近
世
の
各
城
跡
と
一
乗
谷
・

金
ヶ
崎
の
各
城
跡
は
、桜
の
名
所
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、高
浜
城
が
築

か
れ
た
城
山
と
そ
の
周
辺
は
、室
町
幕

府
三
代
将
軍
足
利
義
満
も
見
物
し
た
と

伝
わ
る｢

高
浜
の
八や

な穴｣

と
呼
ば
れ
る
奇

岩
を
見
物
で
き
る
名
所
と
し
て
現
在
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、昭
和
6
年(

１
９
３
１)

に
、県
内

の
史
跡
・
名
勝
等
を
紹
介
し
た｢

福
井
縣

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
要
覧｣

が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
国
吉
城
址
も
掲

載
さ
れ｢

濠ほ
り
あ
と阯
本ほ
ん
ま
る
あ
と

丸
阯
等
明
瞭
に
し
て

風
景
頗す

こ
ぶる

佳か

な
り
」と
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。｢

濠
阯｣

は
城
の
北
に
広
が
っ
て
い
た

機は
た
お
り
の
い
け

織
池
の
こ
と
で
、圃
場
整
備
が
進
む

昭
和
40
年
代
頃
ま
で
は
池
の
よ
う
な
水

田
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。｢

本
丸
阯｣

が

明
瞭
に
見
え
た
の
は
、当
時
資
源
供
給

の
た
め
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、は
げ
山
に
近

い
景
観
だ
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。当
時

の
人
々
が
現
在
と
異
な
る
姿
の
城
址
を

見
物
し
て
い
た
と
思
う
と
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
雑

誌
、絵
葉
書
、お
城
土
産
を
展
示
し
て
い

ま
す
。特
に
お
城
土
産
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
足
を
止
め
、
思
い
出
を
懐
か
し
む

方
々
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　

　

本
展
は
、令
和
6
年
1
月
14
日(

日)

ま
で
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)

↑ 絵葉書でみる近代ふくいの城
(秋季企画展ポスターより )

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

山
本
　
善
昭
（
竹
　
波
）

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

離
れ
住
む
孫
と
交
わ
り
薄
く
と
も

　
　
　
　
空
は
つ
な
が
り
心
も
つ
な
が
る

母
植
ゑ
き
柿
の
木
全
て
伐
ら
れ
し
と

　
　
　
　
故
郷
侘
し
人
伝
に
聞
く

行
く
卯
年
心
の
と
き
め
き
教
え
ら
る

　
　
　
　
迎
ふ
辰
年
さ
ら
に
と
き
め
く

温
め
て
二
人
の
絆
縁
結
び

　
　
　
　
門
出
目
出
度
き
永
久
の
幸
せ

今
は
も
う
作
り
手
の
な
き
畑
の
柵

　
　
　
　
藍
よ
り
青
し
朝
顔
の
咲
く

わ
が
親
の
不
自
由
見
か
ね
て
付
け
し
そ
の

　
　
　
　
手
摺
り
に
す
が
り
歩
む
身
と
な
り

近代福井の観光と城
秋季企画展

｢ふくい城巡りヒストリア ｣に寄せて②

Mihama　Information

教
室･

講
座･

説
明
会
等

◆
二
刀
流
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
づ
く
り

　

か
わ
い
い
三
つ
編
み
の
パ
イ
で
、
2
種
類

の
リ
ン
ゴ
を
食
べ
比
べ
ま
す
。

　

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
と
紅
茶
で
、
心
も
体
も

ぽ
っ
か
ぽ
か
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

1
月
21
日(

日)

・
28
日(

日)

午
後
1
時
〜
3
時

●

日
　
時

●

費
　
用

５
０
０
円(

１
人)

●

申
　
込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定
　
員

各
日
8
組(

最
大
32
名)

※
個
人
・
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

他
に
も
、
収
穫
体
験
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(engei-ken@
pref.fukui.lg.jp)

で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

1
月
16
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●

日
　
時

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

場
　
所

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

○
に
こ
に
こ
タ
イ
ム｢

感
染
症
の
お
話｣

●

内
　
容

　

感
染
症
の
症
状
や
対
応
に
つ
い
て
お
話

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ●

講
　
師

吉
田
薫
氏

(

な
び
あ
す
合
唱
団
指
導
者)

1
月
18
日(

木)

午
前
10
時
15
分
〜
11
時

●

日
　
時

●

対
　
象

町
内
の
在
宅
児
親
子(

20
組)

●

申
　
込

12
月
25
日(

月)

〜

　
　
　
　

1
月
12
日(

金)

●

内
　
容

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座｢

赤
ち
ゃ
ん
リ
ト
ミ
ッ
ク｣

●

講
　
師

石
丸
悦
子
氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
・
保
健
師)

◆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ル
＆

　
　
　
　
ヒ
ー
ル
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

　

や
さ
し
い
芳
香
剤
2
つ
と
足
裏
か
か
と

角
質
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

園
内
の
ハ
ー
ブ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
！

1
月
14
日(

日)

・
20
日(

土)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日
　
時

●

費
　
用

８
０
０
円

●

申
　
込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定
　
員

各
日
6
名

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

1
月
23
日(

火)

、24
日(

水)

、25
日(

木)
　

①
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　

②
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

●

日
　
時

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

場
　
所

な
び
あ
す

　

町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
悩
み
を
相

談
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

悩
み
事
や
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ
し

い
事
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
場

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

　

予
約
が
必
要
で
す

が
、
当
日
受
付
も
可
能

で
す
。

●

そ
の
他

　

相
談
に
は
、
社
会
福
祉
士
や
保
健
師
等

が
対
応
し
ま
す
。
相
談
内
容
等
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
村
／
磯
辺)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

↑予約はこちら

美
浜
町
新
春
の
つ
ど
い
を開

催
し
ま
す

美
浜
町
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

2
月
11
日(

日
・
祝)

午
前
10
時
〜
正
午

(

受
付
開
始
：
午
前
9
時
20
分)

●

日
　
時

　

昭
和
29
年
2
月
に
旧
耳
村
、
山
東
村
、

南
西
郷
村
、
北
西
郷
村
が
合
併
し
、
美
浜

町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
令
和
6
年
2
月
11

日
に
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

美
浜
町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●

場
　
所

な
び
あ
す

町
総
務
課(

担
当
・
山
口)

☎
32
‐
６
７
０
０

問
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

町
内
各
界
各
層
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

し
、
交
流
を
深
め
、
本
町
の
更
な
る
飛
躍

と
発
展
を
祈
念
す
る
た
め
、
美
浜
町
新
春

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

1
月
4
日(

木)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日
　
時

●

場
　
所

な
び
あ
す

町
総
務
課(

担
当
・
山
口)

☎
32
‐
６
７
０
０

問 ●

そ
の
他

平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

飲
食
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

そ
の
他

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


